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取り上げたニュース 

• 「流れ星衛星」など7衛星搭載したイプシロン4号機を打ち
上げ 

• はやぶさ２とオシリス・レックス惑星探索機 
• 地球温暖化で北極海の海氷が減り、冬の中央ユーラシアが

寒くなってきた 
• 自動車エンジンの熱効率、悲願の50%を達成 SIP成果の実

用化でCO2排出量削減期待 
• フラッシュメモリーを開発した舛岡博士に本田賞 
• 月の南極と北極には確かに氷が存在する NASAが決定的証

拠を観測、と発表 
• 温暖化で南極に巨大氷山が発生 
• 池田教授が期待。「オートファジー」が老化予防を可能に

する未来 
• AIが作った万能指紋で、スマホの１/３のロックを解除 

 
 



「流れ星衛星」など7衛星搭載した 
イプシロン4号機を打ち上げ 

• 打ち上げられた小型衛星には、特殊な金属粒を放出して人
工的に流れ星を発生させるというユニークな実験をする宇宙
ベンチャー企業「ALE(エール)」の通称「流れ星衛星」・衛星
ALE-1が搭載されている。 

• イプシロンは日本が独自に開発した3段式の小型固体燃料

ロケット。簡単な構造で信頼性が高く低コストな点を特長とし
ている。 

• 今回、宇宙開発への民間参入を促進する「宇宙活動法」が
昨年11月に施行されて初めての打ち上げとなった。 



イプシロン4号機 

通称「流れ星衛星」衛星「ALE-1」 
(提供・ALE/JAXA) 

イプシロンロケット(4号機) 



人工流星 

• ALEは、衛星の軌道が地上約400kmに達すると、｢パーティ
クル｣と呼ばれる小さな人工流れ星の粒子（直径1cm、重さ
2～3g）を放出する。 

• これらの粒は、再突入時にゆっくりと大気中を落下し、でき
るだけ明るく輝くように特別に設計したもの。 

• 粒は地球を約1/4周してから大気圏に突入し、上空60km
～80kmの中間圏で摩擦熱により流れ星のように燃焼する。 

• 肉眼で確認できる流星群は、イベント毎に5～20の流れ星
がおよそ10秒程度続くだろうとのこと。 

• これは自然の流れ星より少し長いもので、東京の夜空の
ような明るい場所でも、充分に確認できるとのこと。 



東京でもこんな夜空が見られるはず。 



はやぶさ２号 
小惑星リュウグウに着陸成功 



イトカワ 
はやぶさ１号が到達 

リュウグウ 
はやぶさ２号が到達 



はやぶさ２の軌道 
到達までの道のり 



スィングバイによる加速と減速 











• 宇宙航空研究開発機構(JAXA)は、小惑星「りゅうぐう」の上
空に到達していた小惑星探査機「はやぶさ2」が搭載して
いた2台の小型探査ローバを「りゅうぐう」の地表に向けて
放出、無事着陸させることに成功した、と発表した。 

• 2台とも直径約18センチ、高さ約7センチ。遠くからは円形
に見える正16角柱で、重さは1.1キロ。 

• 装備されたカメラや温度センサーがそれぞれ表面を撮影
したり温度を計測したりする。 

• それぞれのローバは「はやぶさ2」に搭載されている中継
器を使って「はやぶさ2」と通信。「はやぶさ2」が地球に
データを送る仕組み。 

• 「ローバ1A」は分離直後に「りゅうぐう」の表面を撮影し、そ
の画像が無事地上のJAXA管制センターに送られてきた。 
 



• 「はやぶさ2」は、打ち上げから約3年半の間
に「スイングバイ」をしながら約32億キロに及
ぶ長旅を終えて6月27日に地球から約3億キ
ロ離れた「りゅうぐう」上空に到着した。 

• 岩石を採取したあと、2019年末に地球への復
路を飛行し、20年末にオーストラリアの砂漠
上に試料を収めたカプセルを落とす計画だ。 



• 地球から約3億4千キロメートル離れた小惑星
「りゅうぐう」上空に昨年6月に到達していた日
本の探査機「はやぶさ2」が、りゅうぐうに22日
午前7時半ごろに着陸に成功した。 

• JAXAは、探査機が上空に到達してから、2台
の小型探査ローバを放出、着陸させるなどし
て着陸地点を慎重に検討してきた。 

• 着陸後は探査計画の最大の目標である試料
を採取した。 





• （1）静止した重力場 
•  黄が探査機。点線が、探査機の軌道。惑星の引力により、探査機が描く軌道は惑星を中心とす

る双曲線となる。 
 

• （2）加速スウィングバイ 

• 緑は惑星の公転速度。水色は、探査機の惑星に対する速度で、引力圏に侵入する時と脱出する
時で等しい。赤は、探査機の惑星に対する速度と、惑星の公転速度の合成速度を示す。惑星の
公転方向に対して、探査機が後方を通過した場合、離脱時に増速する。「はやぶさ」は、地球を
使って加速スウィングバイをおこなった。  
 

• （2）減速スウィングバイ 
• 惑星の公転方向に対して、探査機が前方を通過した場合、離脱時に減速する。 

 

• これは、探査機の推進力を最小限しか使わずに加速できる方法で、探査機という限られたスペー
スに搭載されたエネルギーで、長い期間航行をするためのアイデアでもあります。この画期的な
省エネ航行法も、元は誰でも知っている「万有引力の法則」をちょっとだけひねった発想から生ま
れたものだったのです。 
 



りゅーぐーの地図 







小惑星ベンヌ 

• ベンヌは炭素と有機分子を多く含む始原的なB型小惑
星で、太陽系が形成された時から存在している天体と
考えられている。 

• 「はやぶさ」が探査したS型小惑星のイトカワ、「はやぶ
さ2」が探査中のC型小惑星リュウグウとの類似性や相
違点を調べるうえでも非常に興味深い。 

• また、ベンヌは地球に衝突する潜在的な可能性があ
る小惑星の一つであり、こうした天体の探査も初めて
である。 

• どのような原因によって小惑星が地球に接近するよう
になるのかを調べることも、このミッションの重要な目
的の一つである。 
 



生命の起源となる物質があるかも 



小惑星 ベンヌの大きさ 



米国の探索機は オシリス・レックス 

• オシリス・レックスは現在、ベンヌの上空約19kmに位置し
ている。 

• 探査機はまず数か月かけて、ベンヌの上空約7kmまで接
近しながら、質量や自転速度および、その形を調べる。 

• ベンヌの幅は約492mで、探査機は約1.25kmまで接近して
周回する軌道へ入る。 

• 探査機はベンヌサンプル採取に最適な場所を選び出すた
めの全球地図の作成を2019年2月から始める。 

• そして、オシリス・レックスはベンヌの表面へ降り立ってサ
ンプルを採取し、それを2023年9月に地球へと持ち帰る計
画となっている。 

• 小惑星からのサンプルリターンは、NASAの宇宙探査史上
としては初となる。 
 

はやぶさの方が先行している！ 



衝突のリスク 

• ベンヌは2135年には、月よりも近い軌道で地球
に接近すると予測されているほか、その後の
2175年と2195年にかけてはさらに接近するもの
とみられている。 

• それでもベンヌが地球に衝突する確率は全ての
接近イベントの合計でも最大0.07%であると計算
されている。 

• 衝突のリスクは低いが、オシリス・レックスからの
データは人類の子孫が小惑星の衝突リスクを理
解し、対策を取るために役立てられると期待され
ています。 
 



貴重な資源を有していると予想 

• 小惑星には、鉄やアルミニウムなどの天然資源や、プ
ラチナなどの希少金属が豊富に含まれている。 

• そのため、宇宙開発を行う民間企業や、場合によって
は国家までもがそのような資源を抽出するための技
術の開発に取り組んでいる。 

• そのような資源を利用できるようになれば、人類は小
惑星の土壌から水を抽出し、水素と酸素に分解するこ
とによってロケット燃料を作ることも可能になり、火星
やそれ以遠の天体を目指す時の「燃料ステーション」
として活用できるようになるかもしれない。 



地球の温暖化 





地球温暖化で北極海の海氷が減り、 
冬の中央ユーラシアが寒くなってきた 

• 地球はいま、二酸化炭素の排出増で温暖化してい
る。「気候変動に関する政府間パネル(IPCC)」の報告
書によれば、1880年から2012年までの約130年間で、
平均気温は0.85度も上昇している。 

• ただし、地球上のどこでも一様に気温が上がるわけ
ではない。 

• 地球温暖化が進むなかで、北極海のうちヨーロッパ
の北側にあるバレンツ海、その東隣のカラ海のあた
りで海氷が減ると、ユーラシア大陸の広い範囲が冬
に強く冷える傾向がみられていた。 



• 1980～2014年の観測データによると、この地域
では、12月から2月までの冬の気温が、10年あ
たり0.3度くらいの割合で低下している。 

• ユーラシア大陸この「珍事」の原因が、北極海の
海氷の減少にあるのか、放っておいても起きる
自然な変動の範囲なのかが、よくわかっていな
かった。 

• その点を、新たな手法を開発して検証したのが、
東京大学先端科学技術研究センターの森正人
(もり まさと)助教らの研究グループだ。 

• 森さんらは、観測データと、これまでに公表され
ているたくさんの気候シミュレーションの結果とを
総合的に評価。 

 

 



• その結果、冬季に北極海の海氷が少ないとき、
それが原因となって北極域は暖かく、中央ユー
ラシアは冷えるというパターンになることがはっ
きりした。 

• 海氷が解けて海面が顔をだすと、太陽光があま
り反射されなくなって、海は温まりやすくなる。そ
の結果、海氷がますます解ける。海氷の増減は、
とくに極域の気候をこのように一方的に変えてい
く可能性がある。 

• 中央ユーラシアでみられるこの冬季の気温低下
は、ときに東に延びて日本を巻き込むこともある。
近年の冬の日本の低温傾向も、これに関係して
いると思われる。 

 



• 現在の気象学・気候学は、二酸化炭素が大
気中に増えれば地球全体で気温がどれくら
い上がるかをおおざっぱに予測していた時代
から、気温は地球のどこで何度くらい上がり、
激しい雨の強さは何割増しになるのか、極端
に暑い日は何％くらい増えるのかといった具
体的な未来姿を描ける時代に移りつつあると
いう。 



• 地球温暖化というと、とかく気温の上昇だけがクローズアップ
されがちだが、その本質は気温上昇ではない。大気の状態
そのものが全体的に変化してしまうのが地球温暖化だ。 

• 大気中に増える二酸化炭素などの温室効果ガスが、太陽か
ら来る熱の大気へのたまり具合を変え、大気の循環、つまり
大気の大規模な流れにも変化が生まれる。 

• それらの結果として、地上付近では気温が上がって「温暖
化」し、雨の降り方も過去から現在、将来へと変わっていく。 

• 熱波が頻発すれば、世界中で多くの人命が危険にさらされる
ことになるが、地球温暖化でそれに劣らず怖いのは、極端に
強い雨や、逆に雨が降らない日照りの期間が増えることだ。 

• 最近の論文によれば、日本周辺の雨の降り方は、あと20年

もすれば、ほぼ確実にこれまでとは変わっている。強い雨の
激しさが、これまでに比べて1割増しになるという。 



• 地球温暖化が進むと激しい雨は増え、いま降水量の多い地域で
はますます降水が多く、少ない地域ではますます少なくなる。 

• 大量のコンピューター・シミュレーションを行った結果から、過去に
比べて気温が2度、4度上がれば確実に雨の降り方も違ってくるこ
とがわかた。 
 

• 大気はきまぐれだ。1年や2年では日本の気候は変わらない。ベー
スとなる気候が変わらなくても、猛暑や冷夏、日々の激しい天気は
「たまたま」出現する。これが大気の特徴だ。 
 

• したがって、将来、地球が温暖化して気候が変わったときの天気
を予測するには、その状態に置かれた地球で、どんな天気が「た
またま」出現しやすいかを調べなければならない。 

• 極端に激しい降雨などが、どれくらい「たまたま」なのか、そして「た
またま」の度合いが現在と変わってくるのかを調べるわけだ。 
 



• まだ社会が二酸化炭素を大量に排出していなかった産業革命前
に比べて地球の平均気温が2度上がったとき、降水がどう変化す
るかを研究した。 

• 気温が1度上がると、大気が含むことのできる水蒸気の量は7％増
える。だが、近未来の日本周辺では、暑い日に降る強い雨は、水
蒸気の増加分に比例して強くなるのではなく、これを上回って強く
なることがわかった。 

• この研究で再現した計算上の日本列島では、20世紀後半くらいに
降っていたもっとも強い雨は、1日あたり60～150ミリくらいだった。
その雨量が、2040年前後の近未来には全体的に1割以上も増え
ていた。 

• 強い雨が、もっと強くなるということだ。地球温暖化を抑制する対
策をとらず、今世紀末に気温が4度上がってしまうと、この増加分
は2割前後に達する見通しになった。 



• 短時間に降る強雨がさらに激しくなる度合いは、
夏などの暑い日に大きかった。強い雨の1時間
あたりの雨量は、1日の平均気温が14度くらいの

日を境に、それより暑い日は激しさを増し、低温
の日には逆に激しさが減る傾向にあった。 

 

• また、世界的に、雨が降らいない日の連続日数
が長くなっていく傾向もみられた。「降らないとき
は降らず、降るときは激しく降る」という降り方が、
日本も含め、将来の標準形になっていくことが、
今回の計算で改めてはっきりした。 

 

 





自動車のエンジンの効率が 
どんどん良くなってきた 

 
ー熱効率、悲願の50%を達成ー  

（最先端の火力発電所の効率は５５％ほど 
原子力発電は、３３％以下） 



自動車エンジンの熱効率、悲願の50%を達成 
CO2排出量削減期待 

• 自動車エンジンの熱効率が現在より約10ポイント向上して
50%を超える技術が開発された。 

• 全国の大学や自動車メーカー各社、国の研究機関などが連
携して研究を進めた成果だ。 

• 今後この技術を量産車に搭載して実用化が進めば、燃費の
改善だけでなく、温室効果ガスのCO2排出量の削減にも寄与
すると期待される。 

• エンジンの熱効率とは、燃料のもつエネルギーをエンジンの
仕事に変換する割合で、今回、ガソリンエンジンで51.5%、
ディーゼルでは50.1%を達成した。 

• ガソリンエンジンについては、エネルギー損失の低い「超希
薄燃焼(スーパーリーンバーン)」と呼ばれる技術を開発した。 



• またディーゼルエンジンでも、燃料噴霧の際に空気を

巻き込みながら最適に燃料を分散させる「高速空間

燃焼」と呼ばれる技術を開発した。 

• 世界的に自動車エンジンの電動化が進む一方、ハイ

ブリッド車を含めると今後約20年経っても世界の全自

動車の9割近くは依然ガソリンやディーゼルエンジン

の内燃機関が搭載されていると予測されている。 

• 自動車エンジンの熱効率は現在40%程度。1970年代

から約40年かけても約10ポイントしか上がらなかった。 

• 今後各社が今回の成果を設計や製品化に実際に生

かすことが期待される。 







フラッシュメモリーの開発で、 
舛岡氏に本田賞 

ノーベル賞級の成果 

これが、原発で苦境に落ちいった東芝を救った 



2018年の本田賞に舛岡富士雄博士（75） 

• 本田財団（石田寛人理事長）は、半導体不揮
発性メモリー「フラッシュメモリー」を発明した
東北大学名誉教授の舛岡富士雄博士（75）
に「2018年本田賞」を授与した。手軽で安価、
省エネ型のフラッシュメモリーは現在、スマー
トフォンやUSBメモリーといった多様な携帯型
電子機器のほか、自動車、家電製品、カメラ
など、幅広く活用されている。 

• メダル、賞状と副賞1,000万円 





フラッシュメモリーは、 
あらゆるところで使われている 

SDカード 

USBメモリー-  



二種類のメモリーがある 
• 書き込みがブロック単位であることはどちらも共通である。歴
史的には、最初のフラッシュメモリとして発明されたのはNOR
型で、続いてNAND型が発明された。いずれの発明も当時東

芝の舛岡富士雄による。普及については主としてインテルに
よりNOR型が先行して市場に広がった。現在は、NAND型が
東芝メモリとサンディスクとサムスン、NOR型がマイクロンとス
パンション、といったところが大手である。  

• NOR型は、マイコン応用機器のシステムメモリに適しており、
従来から使用されていたROMを置き換える存在となった。
ROMの交換で行われていたファームウェアの更新も、製品
の筐体を開けることなく容易に行えるようになっている。  

• NAND型は、データストレージ用に適しており、携帯電話、デ

ジタルカメラ、デジタルオーディオプレーヤーなどの記憶媒体
として広く普及しており、それによって価格も低下している。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E8%8A%9D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E8%8A%9D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%88%9B%E5%B2%A1%E5%AF%8C%E5%A3%AB%E9%9B%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E8%8A%9D%E3%83%A1%E3%83%A2%E3%83%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%83%A0%E3%82%B9%E3%83%B3%E9%9B%BB%E5%AD%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%86%E3%82%AF%E3%83%8E%E3%83%AD%E3%82%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%91%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%91%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A3%9C%E5%8A%A9%E8%A8%98%E6%86%B6%E8%A3%85%E7%BD%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%90%BA%E5%B8%AF%E9%9B%BB%E8%A9%B1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%82%AB%E3%83%A1%E3%83%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%82%AB%E3%83%A1%E3%83%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%AA%E3%83%97%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%A4%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%BB%E5%AD%90%E5%AA%92%E4%BD%93


NAND型フラッシュメモリー 

• NAND型フラッシュメモリ（ナンド型フラッシュメモリ）は、
不揮発性記憶素子のフラッシュメモリの一種である。  

 

• NOR型フラッシュメモリと比べて回路規模が小さく、安
価に大容量化できる。 

• また書き込みや消去も高速であるが、バイト単位の書
き替え動作は不得手である。 

• 従来のフロッピーディスクに代わるPC用のUSBメモリや
ソリッドステートドライブ（SSD）、デジタルカメラ用のメモ
リーカード、携帯音楽プレーヤー、携帯電話などの記
憶装置として使用される。  

 





• 2017年現在の世界シェアは、1位がサムスン
電子で38.7%、2位が東芝メモリで16.5%、3位
がウエスタン・デジタルで15.2%、4位がSKハイ
ニックスで11.0%、5位がマイクロン・テクノロ
ジーで10.9%である[7]。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%83%A0%E3%82%B9%E3%83%B3%E9%9B%BB%E5%AD%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%83%A0%E3%82%B9%E3%83%B3%E9%9B%BB%E5%AD%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E8%8A%9D%E3%83%A1%E3%83%A2%E3%83%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%A8%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/SK%E3%83%8F%E3%82%A4%E3%83%8B%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/SK%E3%83%8F%E3%82%A4%E3%83%8B%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/SK%E3%83%8F%E3%82%A4%E3%83%8B%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%86%E3%82%AF%E3%83%8E%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%86%E3%82%AF%E3%83%8E%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/NAND%E5%9E%8B%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%A1%E3%83%A2%E3%83%AA#cite_note-7




月の南極と北極 



月の両極に氷が存在 

• これまでさまざまな観測や研究から月面に氷
が存在する可能性が高いとされてきたが、
NASAは今回の研究結果について「氷が存在

する直接的かつ決定的な証拠」と強調してい
る。研究論文は20日付の米科学アカデミー紀
要に掲載された。 

 



• 2008年にインド宇宙研究機関(ISRO)が打ち上げ
た月周回衛星チャンドラヤーン1号に搭載された
装置が収集したデータを詳しく分析した。この装
置はNASAのジェット推進研究所(JPL)が月に分布
する鉱物地図を作るために開発した「月面鉱物
マッピング装置(M3)」。同チームの説明によると、
M3は氷が反射する光を観測できるだけでなく、
氷とみられる物質が赤外線を吸収するかどうか
を測定することにより、その物質が固体の氷か
液体の水か、あるいは蒸気かが判別できるとい
う。 



NASAやJAXAによると、新しい巨大氷
山の面積は約5,800平方キロで、三重
県とほぼ同じ広さ。重さは約1兆トンも
あるという。 
「だいち2号」は、災害状況の把握や

地域観測、資源調査などを目的とした
「だいち」の後継機として2014年5月に

打ち上げられた。今回公開された巨
大氷山の画像は、搭載している合成
開口レーダーの広域観測モード(観測
幅350キロ)を活用して21日に撮影され
た。 
JAXAなどによると、割れた棚氷は
「ラーセンC」と呼ばれ、南極の主要な

棚氷の中では最北端に位置している。
南極半島の東岸にあった「ラーセンA」
が1995年に、「ラーセンB 」が2002年

にそれぞれ大崩壊して大量の氷が融
解した。 



池田教授が期待。「オートファジー」が
老化予防を可能にする未来 

• 大隅良典がオートファジー（自食）の分子機構を解明した
功績により、2016年のノーベル生理学・医学賞を単独受賞
したのは記憶に新しい。オートファジーは細胞内の異常な
たんぱく質を除去したり、侵入した微生物を排除したり、細
胞が飢餓に直面した時に、自身のタンパク質を分解してア
ミノ酸を補ったりする重要な細胞内のメカニズムで、がん
の発症を抑えたり老化を遅らせたりする機能も有している。 

• 以前より細胞内にはリソソームという、1重膜で囲まれた内
部に加水分解酵素を含んだ、直径が0.1～1.2μmの小胞が
あることが知られており、外から取り込んだ栄養物や細菌
を分解したりすることが主たる機能だと思われていた。し
かし近年、自己の細胞内の不要物や有害物などを分解す
るオートファジーにも重要な機能を果たしていることが分
かってきた 
 



• オートファジーは細胞内のゴミを取り除くほか、先に述べたように
飢餓に直面した時に、自身のタンパク質を分解して一時的に飢餓
を免れたり、最初の貪食から逃れた細菌を再捕獲して分解したり、
発生過程において起こるプログラム細胞死にアポトーシスと並ん
で重要な機能を果たしている。 

• 最近になり、大阪大学の吉森教授（大隅博士のお弟子さんの1人）
らのグループが、センチュウやショウジョウバエやマウスで、オート
ファジーを抑制する「ルビコン」というタンパク質が加齢とともに増
加することを明らかにした。「ルビコン」を働かないようにすると、セ
ンチュウやショウジョウバエの寿命が20％延びたとのことだ。マウ
スでは加齢に伴い増加する腎臓の繊維化が軽減するほか、加齢
性の神経変性疾患であるパーキンソン病の原因となるαシヌクレイ
ンの蓄積が低下したという 

• これは、オートファジーが加齢を抑制する直接的な証拠であり、将
来「ルビコン」を働かせない簡便な方法が開発されたならば、人類
の長年の夢である老化防止に大きな希望を与えることになろう。 



AIが作る人口の「万能キー」指紋パターンはスマホの
およそ1／3のロックを解除できた 

• 指紋認証はスマホをはじめとして数多くのセキュリティー装置に活
用されているが、AIが作る人工の指紋によって解除できてしまうと
いう研究が発表された。 
 

• ニューヨーク大学とミシガン州立大学の研究チームによる
「DeepMasterPrints」と呼ばれる研究。現在使われている指紋認証
アルゴリズムは人の成長や手荒れ、スキャン汚れといった細かな
変化にもかかわらず個人を認証するように、すべての指紋パター
ンの一致を見ているわけではない。 
 

• 具体的にどのようなパターン認識で指紋を照合しているかはセ
キュリティー上の秘密でもあるが、研究チームは指紋認証を騙す
ことができるかを深層学習と進化戦略でパターンを模索。最終的
に作られた「万能キー」指紋パターンはスマホのおよそ1／3のロッ
クを解除できたという。 
 



興味深いサイエンスニュース 
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